
章 節 項 節 項 追加項目 章 節 項 節 項 追加項目

1 - 1 土工 適用 ○ - 1 林道 一般

2 - 1 無筋・鉄筋コンクリート 鉄筋工 - 2 林道 法面工

- 1 一般施工 共通的工種 ○ - 3 林道 擁壁工

- 2 一般施工 基礎工 - 4 林道 カルバート工

- 3 一般施工 石・ブロック積張工 - 5 林道 排水施設工

- 4 一般施工 一般舗装工 - 6 林道 落石雪害防止工

- 5 一般施工 地盤改良工 - 1 舗装 踏掛版工

- 6 一般施工 仮設工 - 2 舗装 防護施設

- 7 一般施工 工場製作工　共通 - 1 橋梁下部 工場製作工

- 8 一般施工 橋梁架設工 - 2 橋梁下部 橋台工

- 9 一般施工 法面工　共通 ○ - 3 橋梁下部 ＲＣ橋脚工

- 10 一般施工 擁壁工 - 4 橋梁下部 鋼製橋脚工

- 11 一般施工 床版工 - 1 橋梁上部 工場製作工

- 1 堤防・護岸 護岸基礎工 - 2 橋梁上部 鋼橋架設工

- 2 堤防・護岸 護岸工 - 3 橋梁上部 橋梁付属物工

- 3 堤防・護岸 波返工 17 - 1 コンクリート橋上部 プレビーム桁橋工

- 1 突堤 突堤基礎工 18 - 1 木造橋上部 木造橋上部

- 2 突堤 突堤本体工 - 1 トンネル　ＮＡＴＭ 支保工

- 3 突堤 根固め工 - 2 トンネル　ＮＡＴＭ 覆工

- 4 突堤 消波工 - 3 トンネル　ＮＡＴＭ インバート工

6 - 1 離岸堤　潜堤 海域堤基礎工 - 4 トンネル　ＮＡＴＭ 抗門工

7 - 1 砂丘造成 森林造成 - 1 道路維持 切削オーバーレイ工

- 1 渓間工 法面工 - 2 道路維持 路上再生工

- 2 渓間工 コンクリート治山ダム工 21 - 1 道路修繕 工場製作工

- 3 渓間工 鋼製治山ダム工

- 4 渓間工 木製治山ダム工

9 - 1 流路工 床固め工

- 1 山腹工 土留工

- 2 山腹工 落石防護工

- 3 山腹工 暗渠工

- 4 山腹工 山腹水路工

- 5 山腹工 柵工

- 6 山腹工 植生工

- 7 山腹工 伏工

- 1 地すべり防止工 集水井工

- 2 地すべり防止工 杭工

- 3 地すべり防止工 暗渠工

12 - 1 森林整備 森林整備

【森林整備保全事業編】　別添５　森林整備保全事業におけるICT活用工事の出来高管理について
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直接測定による出来形管理

管理図表によ
るもの（様式
３）

結果一覧表に
よるもの（様
式８）

構造図に朱
記，併記する
もの

1 掘削工 基準高　▽ ±50 施工延長４０ｍにつき１箇所、延

法長5m未満　－200 長４０ｍ以下のものは１施工箇所

法長5m以上　－4％ につき２箇所。

法勾配　Ｓ -0.5分

　幅　　Ｗ -150

2 盛土工 基準高　▽ -50 施工延長４０ｍにつき１箇所、延 同　　　上 同　　　上 同　　　上

4 残土処理工 法長5m未満　－100 長４０ｍ以下のものは１施工箇所

5 路体盛土工 法長5m以上　－2％ につき２箇所。

6 路床盛土工 法勾配　Ｓ -0.5分

幅　W1,W2 -100

摘　　要工　　　種

法　長　ℓ

1
　
適
用

1
 
土
工

・ただし３次元計測技術を用いた
出来高管理を発注者が指定して規
定により管理を行う場合は、設計
図書の測点毎。基準高は掘削部の
両端で測定。

・ただし３次元計測技術を用いた
出来高管理を発注者が指定して規
定により管理を行う場合は、設計
図書の測点毎。基準高は各法肩で
測定。

【森林土木工事共通】

測 定 基 準

管　　理　　方　　式

20点以上の
もの

20点未満の
もの

断面につい
ては横断図
朱記、併記
する。

測 定 箇 所 標 準 図

法　長　ℓ

項　　目 規格値(㎜)

ℓ

W



管理図表によ
るもの（様式
３）

結果一覧表に
よるもの（様
式８）

構造図に朱
記，併記する
もの

28 側溝工 施工延長４０ｍにつき１ヶ所、延

長４０ｍ以下のものは１施工箇所
につき２ヶ所。

-200 １ヶ所／１施工箇所

30 側溝工 ±30 施工延長４０ｍにつき１ヶ所、延

(暗渠工) -50 長４０ｍ以下のものは１施工箇所

-30 につき２ヶ所。

-200 １施工箇所毎

1
　
共
通
的
工
種

3
　
一
般
施
工 ３次元計測技術を用いた出来高管

理は、発注者が指定する規定によ
り測点の管理方法を用いることが
できる。

３次元計測技術を用いた出来高管
理は、発注者が指定する規定によ
り管理を行う場合は延長の変化点
で測定

３次元計測技術を用いた出来高管
理は、発注者が指定する規定によ
り測点の管理方法を用いることが
できる。

３次元計測技術を用いた出来高管
理は、発注者が指定する規定によ
り管理を行う場合は延長の変化点
で測定。

基準高　▽

延　長 　L

基準高　▽

幅 ｗ1,ｗ2

深　さ 　ｈ

延　長 　L

項　　目

左記のもの
で箇所単位
のもの

左記のもの
で20点未満
のもの、延
長

【森林土木工事共通】

工　　　種 規格値(㎜) 測 定 基 準

管　　理　　方　　式

±30

測 定 箇 所 標 準 図 摘　　要

左記のもの
で箇所単位
のもの

(プレキャストU
型側溝)
(L型側溝工)
(自由勾配側溝)
(管渠)

基準高、
幅、深さで
20点以上の
もの

左記のもの
で20点未満
のもの、延
長

基準高で20
点以上のも
の



管理図表によ
るもの（様式
３）

結果一覧表に
よるもの（様
式８）

構造図に朱
記，併記する
もの

－ －

植生マット

植生シート

 5cm以上

【森林土木工事共通】

工　　　種 項　　目 規格値(㎜) 測 定 基 準

管　　理　　方　　式

測 定 箇 所 標 準 図 摘　　要

3
　
一
般
施
工

9
　
法
面
工
　
共
通

1 植生工
(種子散布工)
(張芝工)
(筋芝工)
(植生シート工)
(植生マット工)
(植生筋工)

切
土
法
長
ℓ

ℓ＜5ｍ －200
施工延長40ｍにつき１ヶ所、延長
40ｍ以下のものは１施工箇所につ
き２ヶ所。
ただし、計測手法については、従
来管理のほかに３次元計測技術を
用いた出来高管理は、発注者が指
定する規定による出来高計測性能
を有する機器を用いる事ができ
る。

20点以上の
もの

左記のもの
で20点未満
のもの

－

ℓ≧5ｍ 法長の－4％

盛
土
法
長
ℓ

ℓ＜5ｍ －100

ℓ≧5ｍ 法長の－2％

延 長  Ｌ －200

被覆率 設計値以上 1,000㎡に1箇所

アンカーピン 植生マット 500m2に１箇所の割合で測定する。

１施工箇所毎
ただし、計測手法については、従
来管理のほかに３次元計測技術を
用いた出来高管理は、発注者が指
定する規定による出来高計測性能
を有する機器を用いる事ができ
る。

規格値に示す値
は標準であるこ
とから、工法に
より標準本数が
異なる場合は、
別途監督員と協
議する。

及び止め釘 植生シート 上記未満は２箇所測定する。

肥料袋付 6本/㎡以上

肥料袋無 3本/㎡以上

重ね合せ幅 植生マット、植生シートは500m2
植生マット、植
生シートの重ね
合せについて
は、工法により
異なる場合、別
途監督員と協議
する。

に１箇所の割合で測定する。

上記未満は、２箇所測定する。

測定表または出来形図
検査時に確認できない場合は、
特別仕様書による。



管理図表によ
るもの（様式
３）

結果一覧表に
よるもの（様
式８）

構造図に朱
記，併記する
もの

－ －

【森林土木工事共通】

工　　　種 項　　目 規格値(㎜) 測 定 基 準

管　　理　　方　　式

測 定 箇 所 標 準 図 摘　　要

3
　
一
般
施
工

9
　
法
面
工
　
共
通

2 植生工
(植生基材吹付
工)
(客土吹付工) 法

長
ℓ

ℓ＜5ｍ －200
施工延長40ｍにつき１ヶ所、40ｍ
以下のものは１施工箇所につき
２ヶ所。
ただし、計測手法については、従
来管理のほかに３次元計測技術を
用いた出来高管理は、発注者が指
定する規定による出来高計測性能
を有する機器を用いる事ができ
る。

20点以上の
もの

左記のもの
で20点未満
のもの

－

ℓ≧5ｍ 法長の－4％

厚
さ
ｔ

ｔ＜5cm -10
施工面積200㎡につき１ヶ所、面積
200㎡以下のものは、１施工箇所に
つき２ヶ所。
検査孔により測定。

厚さ20点で
以上のもの

左記のもの
で20点未満
のもの

ｔ≧5cm -20

ただし、吹付面に凹凸がある場合の
最小吹付厚は、設計厚の50％以上と
し、平均厚は設計厚以上。

延 長  Ｌ －200 １施工箇所毎
ただし、計測手法については、従
来管理のほかに３次元計測技術を
用いた出来高管理は、発注者が指
定する規定による出来高計測性能
を有する機器を用いる事ができ
る。

被覆率 設計値以上 1,000㎡に1箇所

展開図及び測線長

測定表または出来形図
検査時に確認できない場合は、
特別仕様書による。



管理図表によ
るもの（様式
３）

結果一覧表に
よるもの（様
式８）

構造図に朱
記，併記する
もの

4 吹付工

【森林土木工事共通】

工　　　種 項　　目 規格値(㎜) 測 定 基 準

管　　理　　方　　式

測 定 箇 所 標 準 図 摘　　要

3
　
一
般
施
工

9
　
法
面
工
　
共
通

法
長
ℓ

ℓ＜3ｍ -50
施工延長40ｍにつき１ヶ所、40ｍ
以下のものは１施工箇所につき
２ヶ所。  測定断面に凹凸があ
り、曲線法長の測定が困難な場合
は直線法長とする。
 ただし、計測手法については、従
来管理のほかに３次元計測技術を
用いた出来高管理は、発注者が指
定する規定による出来高計測性能
を有する機器を用いる事ができ
る。

厚
さ
ｔ

ｔ＜5cm -10
200㎡につき１ヶ所以上、200㎡以
下は２ヶ所をせん孔により測定。

20点以上の
もの

左記のもの
で20点未満
のもの

－

(コンクリート)
(モルタル)

ℓ≧3ｍ -100

厚さで20点
以上のもの

左記のもの
で20点未満
のもの及び
延長

－

ｔ≧5cm -20

ただし、吹付面に凹凸がある場合の
最小吹付厚は、設計厚の50％以上と
し、平均厚は設計厚以上。

5 法枠工
(現場打法枠工)
(現場吹付法枠
工) 法

長
ℓ

ℓ＜10ｍ -100
施工延長40ｍにつき１ヶ所、40ｍ
以下のものは１施工箇所につき
２ヶ所。
　ただし、計測手法については、
従来管理のほかに３次元計測技術
を用いた出来高管理は、発注者が
指定する規定による出来高計測性
能を有する機器を用いる事ができ
る。

延長につい
ては、展開
図に朱記、
併記するも
の

ℓ≧10ｍ -200

幅 　　ｗ -30 枠延延長100ｍにつき１ヶ所、枠延
延長100ｍ以下のものは１施工箇所
につき２ヶ所。
　ただし、計測手法については、
従来管理のほかに３次元計測技術
を用いた出来高管理は、発注者が
指定する規定による出来高計測性
能を有する機器を用いる事ができ
る。

高 さ  ｈ -30

法長、枠中
心間隔で20
点以上のも
の

左記のもの
で20点未満
のもの

延 長  Ｌ －200

１施工箇所毎
ただし、計測手法については、従
来管理のほかに３次元計測技術を
用いた出来高管理は、発注者が指
定する規定による出来高計測性能
を有する機器を用いる事ができ
る。

延 長  Ｌ -200

１施工箇所毎
　ただし、計測手法については、
従来管理のほかに３次元計測技術
を用いた出来高管理は、発注者が
指定する規定による出来高計測性
能を有する機器を用いる事ができ
る。

枠中心間隔 ａ ±100

ℓ ℓ

ℓ


